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2.研 究 のね らい ・目的
本研究の主要な 目的は、マ レー半島部についての過去100年余 りの時期 に関す る歴史情報地
図の作成のためのデータベース作 りであ った。具体的作業 としては、第一に、既に東京外国語
大学アジア ・アフ リカ言語文化研究所に納入 されている800本近いマ レー シア国立文書館作成
のマイクロフィルムをプ リン トし、加えて、他の研究機関に保管 されているマ レーシア関係の
一次資料に関する情報を集めることである。作業の第二は、 これ らの資料に含 まれているヴィ
ジュアルな情報を、歴史の流れにそ ってテーマごとによ り立体的、視角的な形で提示す る情報
地図を作成 してい くとい うものである。これ らの作業は、マ レーシアを対象 として、複合社会
における形成原理に関す る理論的諸仮説を提示 し検討するための基礎作業 として位置づけ られ
るものである。
3.平 成6年 度 の研究経 過
作業の大半は、マイクロフィルムのプ リン トアウ トであったが、これ はアルバイ トを雇用 し
て順次行 った。 しか し、 フィルム量が極めて多いため、まだ未プ リントのフィルムが残された。
続 く重要な作業は、データベース作成のためのファイル形式 ・データ形式の統一、用いる電算
機 ・ソフ トウェァの選定、検索条件の規格化などであ った。 この作業に関 しては、い くつかの
技術的な問題があったが、試行錯誤の後、次の選択を行 った。まず、ファイル形式 としては、
PICT形 式、電算機はマッキ ン トッシュ、 ソフ トウェアは船舶部品管理用に開発 されたとい
う日立造船作成のriServe」とした。同ソフ トウェアは、情報を単に図像 として管理するので




それ らと文献 ・資料 リス トとを相互に連動させることとした。こうした作業を元に して、関連
す る資料のパ ソコンへの入力作業を進めた。 この作業結果に関 しては、本年度 までに入力 した
ものに加え、さらにデータの充実を図り、情報地図を整備 し、早急にCDに よるデータ集を発
行す ることを目指 している。
本年度は、こうしたデータベース作成 という基礎作業 と並行 して、本研究の目的と関連 して、
佐藤を除 く全メ ンバ ーがマ レー半島での現地調査を行 った。まず水島は、科学研究費による海
外学術調査 によ り、マ レーシア中部に位置す るクアラ ・カンサル地域の一農村における土地移
動 の歴史的変動に関する調査 と、 クアラ ・カ ンサルの都市形成に関す る調査を3カ 月間実施 し
た。前者については土地政策史 と土地移動の実態分析の論文としてまとめた。また、現状に関
して、マ レーシアの多民族状況下でのアファーマテ ィヴ ・アクシ ョン(マ レー民族優遇政策)
に関 して学会で 口頭発表 し、それを論文 としてまとめた。さ らに、マ レーシアを含む世界的な
レヴェルでのエスニ シティー研究 の動向 と今後の展望 に関 して、2度 にわた り口頭発表 した。
永 田はマ レー半島南部 のジョホールで、農業開発 と村落の変容を、ジャワ人、華人双方の移民
社会 に注 目しなが ら、1994年10月か ら2年 間の予定で調査を開始 し、その成果の一部を論文 と
研究ノー トの形で発表 した。西井は、マ レー半島中央部のイスラーム教徒と仏教徒 との混合地
帯である南タイのサ トゥーン県において3カ 月間の調査を実施 し、それを研究会において口頭
発表 した。三尾はシンガポール及びマ レーシアにおいて、華人系移民のネ ッ トワークの拠 点と
な る廟の分布及び機能 について2カ 月間の調査を行 った。これらの調査結果については、本研
究でのデータを利用 した論集発行の準備を進めている。
4.研 究 の成果 とフ ロンテ ィア
当初 目指 していた情報地図の作成作業は、プ リン ト作業を始めとして、まだ膨大な作業が必
要であることが判明 しでお り、さらに今後も作業を続 けなければならない。本年は、このデー
タ整理 とその情報地図化 については未完成 となったが、メンバーのそれぞれは、それ らのデー
タを一部利用す る形で、自らの海外調査の成果の とりまとめに生かす ことが出来た。具体的な
研究成果の今後の発表計画と しては、本年の7-8月 を 目標 に して、本研究の参加者を主体 と
し、参加者以外の研究者 も寄稿する形でマ レーシア関係の論文集を発行す る準備を既に進めて








データベース作成については、まだ多 くのフィルムがプ リン トアウ トと入力 を待 っていると
いう状況か ら、入力情報を利用可能な形にまで もってい く,ことが出来ていない。 これについて
は、この研究計画 自体は本年度で終了するものの、今後 も作業を続 け、早急にCDの 形で提供
したいと考えている。
こうした基礎作業の次の段階 として、こうした情報地図にもとついて、マレーシアを中心 と
して複合社会における形成原理に関する理論的諸仮説を検討す ることが 目標 となる。 この点に
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